
（別紙４）

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 27 （回答者数） 21

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

～ 令和7年2月28日

（対象数） 25 （回答数） 25

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者の困りごとに対ししっかりと聞き取りをし、担当者間

で密な打ち合わせを行う。

2

出来るだけ対面でこまりごとの話を聞き取るようにする。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

保護者と来園するため、常に保護者とコミュニケーションが

とれる事。

保護者とのやり取りに関し、記録に残し訪問意向の変化との

比較などに役立てる。

長期に渡る支援を行っていること。それにより子どもの経年

の変化も知っているので、細かな支援ができる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

令和6年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　７年３月２1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和6年4月1日

○事業所名 高槻市立療育園（保育所等訪問支援事業）

○保護者評価実施期間 令和6年4月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


